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め
に
、
特
別
支
援
学
校
に
実
効

性
の
あ
る
「
設
置
基
準
」
の
速

や
か
な
策
定
を
求
め
る
。

◇
東
京
外
郭
環
状
道
路
（
関
越

〜
東
名
）
工
事
に
お
け
る
安
全

性
の
確
保
を
求
め
る
決
議

　

本
市
議
会
は
、
東
日
本
高
速

道
路
株
式
会
社
及
び
中
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
に
対
し
、
今

後
の
掘
削
等
工
事
が
予
定
さ
れ

る
三
鷹
市
内
に
お
け
る
安
全
性

の
確
保
及
び
三
鷹
市
民
の
安
全

安
心
の
確
保
の
視
点
か
ら
次
の

事
項
に
つ
い
て
求
め
る
。
⑴
調

布
市
で
の
道
路
陥
没
事
象
、
地

中
空
洞
化
の
原
因
究
明
を
早
期

に
図
る
こ
と
。
⑵
原
因
究
明
に

よ
り
判
明
し
た
内
容
に
つ
い
て

は
、
速
や
か
な
情
報
提
供
と
丁

寧
な
説
明
を
行
う
こ
と
。
⑶
本

線
シ
ー
ル
ド
工
事
の
影
響
が
確

認
さ
れ
た
場
合
、
具
体
的
な
再

発
防
止
策
を
徹
底
し
、
全
工
事

の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
こ

と
。
⑷
平
成
30
年
12
月
27
日
付

で
「
東
京
外
環
（
関
越
〜
東
名
）

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
緊
急
時
の
対

応
に
つ
い
て
」
を
策
定
し
て
い

る
が
、
今
回
の
事
象
を
踏
ま
え
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
内
容
と
す

る
こ
と
。
⑸
引
き
続
き
、
沿
線

７
市
区
と
十
分
な
情
報
共
有
を

図
り
、
定
期
的
な
協
議
を
行
う

こ
と
。

◆
三
鷹
市
議
会
政
務
活
動
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
本
市
財
政
へ
の
影
響

に
鑑
み
、
令
和
３
年
度
に
お
け

る
政
務
活
動
費
の
交
付
額
を
現

行
の
月
額
２
万
７
千
円
か
ら
１

万
５
千
円
に
減
額
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
に

つ
い
て
、
令
和
２
年
12
月
の
支

給
率
を
、
現
行
の
2.3
カ
月
か
ら

0.1
カ
月
引
き
下
げ
て
2.2
カ
月
と

し
、
年
間
支
給
率
を
4.5
カ
月
と

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
令
和

３
年
度
以
降
は
、
６
月
を
２
・

25
カ
月
、
12
月
を
２
・
25
カ
月

と
し
、
年
間
の
支
給
率
を
4.5
カ

月
と
す
る
も
の
で
す
。

本
線
シ
ー
ル
ド
工
事
の
影
響
が

確
認
さ
れ
た
場
合
、
具
体
的
な

再
発
防
止
策
を
徹
底
し
、
全
工

事
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す

こ
と
。
⑷
平
成
30
年
12
月
27
日

付
で
「
東
京
外
環
（
関
越
〜
東

名
）
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
緊
急
時

の
対
応
に
つ
い
て
」
を
策
定
し

て
い
る
が
、
今
回
の
事
象
を
踏

ま
え
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
内

容
と
す
る
こ
と
。
⑸
引
き
続

き
、
沿
線
７
市
区
と
十
分
な
情

報
共
有
を
図
り
、
定
期
的
な
協

議
を
行
う
こ
と
。

□
不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用
の

拡
大
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

不
妊
治
療
を
行
う
人
々
が
、
今

後
も
安
心
し
て
治
療
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
強
く
求

め
る
。

□
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
安
心
を

確
保
す
る
居
住
支
援
の
強
化
を

求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

住
ま
い
と
暮
ら
し
の
安
心
を
確

保
す
る
居
住
支
援
の
強
化
を
強

く
要
望
す
る
。

□
医
療
機
関
へ
の
速
や
か
な
減

収
補
塡
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
医
療
機
関
へ
の
速

や
か
な
減
収
補
塡
を
強
く
要
望

す
る
。

□
中
小
零
細
事
業
者
・
小
規
模

事
業
者
へ
の
支
援
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

中
小
零
細
事
業
者
、
小
規
模
事

業
者
に
対
す
る
支
援
及
び
持
続

化
給
付
金
等
の
継
続
・
拡
充
を

強
く
求
め
る
。

□
特
別
支
援
学
校
に
実
効
性
あ

る
「
設
置
基
準
」
の
速
や
か
な

策
定
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
な
学
校
生
活
を
送
る
た

で
す
。

◆
三
鷹
市
三
小
学
童
保
育
所
Ｃ

等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

三
小
学
童
保
育
所
Ｃ
及
び

Ｄ
、
高
山
小
学
童
保
育
所
Ｄ
の

指
定
管
理
者
に
、
社
会
福
祉
法

人
三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
を

指
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　

北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
に
、
社
会
福
祉
法

人
睦
月
会
を
指
定
す
る
も
の
で

す
。

◆
赤
鳥
居
通
り
駐
輪
場
等
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

赤
鳥
居
通
り
駐
輪
場
、
上
連

雀
二
丁
目
駐
輪
場
、
さ
く
ら
通

り
第
１
駐
輪
場
及
び
第
２
駐
輪

場
、
し
ろ
が
ね
通
り
第
１
駐
輪

場
及
び
第
２
駐
輪
場
、
す
ず
か

け
駐
輪
場
、
禅
林
寺
通
り
第
１

駐
輪
場
、
第
２
駐
輪
場
及
び
第

３
駐
輪
場
、
三
鷹
駅
南
口
中
央

駐
輪
場
、
三
鷹
駅
南
口
西
駐
輪

場
、
三
鷹
駅
南
口
東
駐
輪
場
、

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
駐
輪
場
、
三

鷹
駅
南
口
駐
輪
場
、
井
の
頭
第

１
駐
輪
場
及
び
第
２
駐
輪
場
、

つ
つ
じ
ケ
丘
駐
輪
場
、
三
鷹
台

第
１
駐
輪
場
、
第
２
駐
輪
場
、

第
３
駐
輪
場
、
第
４
駐
輪
場
及

び
第
５
駐
輪
場
、
三
鷹
駅
南
口

サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
駐
輪
場
の
指

定
管
理
者
に
、
株
式
会
社
ま
ち

づ
く
り
三
鷹
を
指
定
す
る
も
の

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
８
千
933
万
８
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
940
億
５

千
193
万
６
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
債
務
負
担
行
為
の
補
正
を

行
う
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、

歳
出
予
算
で
は
、
総
務
費
で
、

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
関
係
費
の
増

額
、
情
報
系
シ
ス
テ
ム
関
係
費

の
増
額
、
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
推
進
関
係
費
の
増
額
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
支
援
事
業
費
の
計

上
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の

増
額
、
ま
ち
づ
く
り
施
設
整
備

基
金
積
立
金
の
減
額
、
民
生
費

で
、
私
立
保
育
園
運
営
事
業
費

の
増
額
、
施
設
型
給
付
関
係
費

の
増
額
、
定
期
利
用
保
育
事
業

費
の
減
額
、
衛
生
費
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
関
係
費
の
増
額
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
等
助
成
事
業
費
の
計
上
、

商
工
費
で
、
飲
食
事
業
者
支
援

事
業
費
の
増
額
、
教
育
費
で
、

学
習
用
端
末
等
整
備
事
業
費
の

増
額
、
施
設
型
給
付
関
係
費
の

増
額
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
関
係

費
の
増
額
等
を
行
う
も
の
で

す
。
歳
入
予
算
で
は
、
保
育
所

保
育
料
負
担
金
の
減
額
、
学
童

保
育
所
育
成
料
の
減
額
、
施
設

型
給
付
費
負
担
金
の
増
額
、
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
事
務
費

補
助
金
の
増
額
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
交
付
金
の
増
額
、
子

ど
も
家
庭
支
援
区
市
町
村
包
括

補
助
金
の
減
額
、
医
療
保
健
政

策
区
市
町
村
包
括
補
助
金
の
増

額
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
推
進

事
業
補
助
金
の
計
上
、
土
地
売

払
収
入
の
減
額
、
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
繰
入
金
の
増
額
等

を
行
う
も
の
で
す
。

置
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

再
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
粗
大

ご
み
の
処
理
制
度
を
品
目
別
ポ

イ
ン
ト
合
算
制
か
ら
品
目
別
料

金
制
に
変
更
等
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

東
京
都
人
事
委
員
会
勧
告
に

伴
い
、
東
京
都
に
準
じ
て
期
末

手
当
の
支
給
率
の
引
き
下
げ
を

行
う
も
の
で
す
。
期
末
手
当
の

支
給
率
に
つ
い
て
は
、
100
分
の

130
を
100
分
の
125
と
し
、
期
末
・

勤
勉
手
当
の
年
間
支
給
率
を
100

分
の
465
か
ら
100
分
の
455
に
引
き

下
げ
る
も
の
で
す
。
な
お
、
期

末
手
当
の
特
例
と
し
て
、
令
和

２
年
度
の
支
給
に
当
た
っ
て

は
、
12
月
期
の
支
給
率
を
100
分

の
120
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

一
般
職
職
員
に
対
す
る
東
京

都
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
準
じ

た
措
置
を
行
う
こ
と
と
し
、
期

末
手
当
の
年
間
支
給
率
を
100
分

の
460
か
ら
100
分
の
450
に
引
き
下

げ
る
も
の
で
す
。
な
お
、
期
末

手
当
の
特
例
と
し
て
、
令
和
２

年
度
の
期
末
手
当
の
支
給
に
当

た
っ
て
は
、
副
市
長
及
び
教
育

長
の
12
月
期
の
支
給
率
を
100
分

の
220
と
し
、
市
長
に
お
い
て
は
、

100
分
の
110
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
の
適
正
な
債
権
管
理

の
推
進
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
条
文
中
の
「
特
例
基
準
割

合
」
の
名
称
を
「
延
滞
金
特
例

基
準
割
合
」
に
改
め
る
な
ど
規

定
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

都
市
計
画
税
の
税
率
の
特
例

に
つ
い
て
、
本
則
税
率
100
分
の

0.3
を
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
に
つ

い
て
は
、
100
分
の
０
・
225
と
す

る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
学
童
保
育
所
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

三
鷹
市
三
小
学
童
保
育
所

Ｃ
、
同
所
Ｄ
及
び
三
鷹
市
高
山

小
学
童
保
育
所
Ｄ
を
新
た
に
設

令
和
２
年
第
４
回
定
例
会

可

決

し

た

議

案

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

条
　
例

補
正
予
算

指
定
管
理
者
の
指
定

条
　
例

意
見
書
・
決
議
（
要
旨
）

三小学童保育所Ｃ

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

　

国
の
補
助
事
業
と
し
て
実
施

す
る
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
の
再
支
給
に
係
る
予
算

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ

れ
４
千
993
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
941
億
186
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
補
正
予
算
の
内
容

は
、
歳
出
予
算
で
は
、
民
生
費

で
、
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
給
付
事
業
費
の
増
額
を

行
う
も
の
で
す
。
歳
入
予
算
で

は
、
母
子
家
庭
等
対
策
総
合
支

援
事
業
費
補
助
金
の
増
額
を
行

う
も
の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
６
千
70
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
180
億
８
千
961

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
の
内
容
は
、
歳
出
予

算
で
、
国
庫
支
出
金
等
超
過
収

入
額
返
還
金
を
増
額
す
る
と
と

も
に
、
歳
入
予
算
で
前
年
度
繰

越
金
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
３
千
107
万
７
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
138
億
２
千
410

万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
の
内
容
は
、
歳
出
予

算
で
、
介
護
保
険
保
険
給
付
費

準
備
基
金
積
立
金
の
増
額
、
国

庫
支
出
金
等
超
過
収
入
額
返
還

金
の
増
額
、
一
般
会
計
繰
出
金

の
増
額
を
行
う
も
の
で
す
。
歳

入
予
算
で
、
地
域
支
援
事
業
交

付
金
の
増
額
、
介
護
給
付
費
交

付
金
の
増
額
、
地
域
支
援
事
業

支
援
交
付
金
の
減
額
、
前
年
度

繰
越
金
の
増
額
を
行
う
も
の
で

す
。

□
東
京
外
郭
環
状
道
路
（
関
越

〜
東
名
）
工
事
に
お
け
る
安
全

性
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

今
後
の
掘
削
等
工
事
が
予
定
さ

れ
る
三
鷹
市
内
に
お
け
る
安
全

性
の
確
保
及
び
三
鷹
市
民
の
安

全
安
心
の
確
保
の
視
点
か
ら
次

の
事
項
に
つ
い
て
求
め
る
。
⑴

調
布
市
で
の
道
路
陥
没
事
象
、

地
中
空
洞
化
の
原
因
究
明
を
早

期
に
図
る
こ
と
。
⑵
原
因
究
明

に
よ
り
判
明
し
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
速
や
か
な
情
報
提
供
と

丁
寧
な
説
明
を
行
う
こ
と
。
⑶

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

市
長
提
出
議
案

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
千
379
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
942
億
４

千
565
万
８
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
繰
越
明
許
費
の
補
正
を
行

う
も
の
で
す
。

令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会

可
決
し
た
議
案

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
予

定
額
と
し
て
計
上
し
た
未
収
金

及
び
未
払
金
が
確
定
し
た
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
千
604

万
４
千
円
と
２
億
５
千
101
万
５

千
円
に
改
め
る
も
の
で
す
。


